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次亜塩素酸水の空間噴霧への
厚労省の見解が変更されました!

厚労省、経産省、消費者庁連名の
ポスターが変更されました！！
これまでのポスター（2020年6月26日） 新しいポスター（2021年11月30日差し替え）

(一社)次亜塩素酸水溶液普及促進会議
では会員メーカーの製品について厳正
な検査を行い、ガイドラインに適合した
製品にのみ品質認証シールを貼付して
います。次亜塩素酸水製品を選択する
際にはJFK品質認証シールのあるもの
からお選びください。

ヒトによる安全性試験
2021年3月にJFK加盟社の次亜塩素酸水を市販専用噴霧器を用いて
20名を2群に分けて臨床試験を行った。
1日8時間28日間の噴霧下で次亜塩素酸水を水道水の噴霧ですべての
検査項目で有為な差は認められなかった。
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詳しくは 検索 ⇒ 次亜塩素酸水溶液普及促進会議

次亜塩素酸水の安全性については、数々の動物実験とヒトによる実験によっても証明されてい
ます。通常の製品を取り扱い説明書に沿って使用しても、労働安全衛生法に規制される数値
500ppbの一桁以上低い数値にしかなりません。超音波加湿器によって霧状に噴霧されたミス
トは気化することで10～50ppb(ppbはppmの1／1000)程度の濃度のガスに変わり空気中
の除菌を行います。
この数値はプール室内空間と同様の水準で人体には影響ありません。

ヒタヒタポスターの誤りと変更の経緯
2020年6月24日NITEの最終発表で公開された厚労省、経産省、消費者
庁連名で発表された「次亜塩素酸水を使ってもののウィルス対策をする
場合の注意事項」ポスターは、多くの点で科学的根拠がなくNITEが試験
を行わなかったことについても記載されていたことからJFKではこの
ポスターは、感染対策として有効な次亜塩素酸水の活用を妨げる不公正
なものであるとして各省に抗議を続けてきました。
「アルコールのように少量をかけるだけでは効かない」とか、「ヒタヒタ
に濡らす」とか、「20秒以上」の時間をおくとか、「人が吸入しないように
注意してください」とか、どういう意図で誰が作成したものなのか次亜
塩素酸水が実際のウィルス対策には活用できないかのような印象を与
える意図的とも思われる文章となっていました。
JFKは次亜塩素酸水のウィルス対策の効果はアルコールと同等か、より
短い時間で除菌することが可能であること、常識的にテーブルの上をヒ
タヒタにするほど濡らす必要はないこと、20秒とある時間は試験管実験
の結果を見るために必要な作業時間であり、除菌にはアルコールと同等
の使い方で充分であること、吸入する恐れがあるというあたかも次亜塩
素酸水が危険な劇薬であるかのような印象を与えようとしているが、実
際には事故事例も健康被害の根拠もないことなどを指摘してきました。

JFKでは、NITEの最終発表記者会見で委員長自らが「次亜塩素酸水を空
間噴霧すると目に入ると結膜炎になり、気管支障害を起こす」と発言（後
に否定）したことでも明らかなように空間噴霧について確信的に感染対
策への活用を妨害する工作がなされたものと考えています。そもそも
NITEでは空間噴霧の試験を行っていないにもかかわらず、あえて空間
噴霧は危険であるという根拠の無い記載をしています。

後にNITE評価委員長の松本哲哉教授自身が「私は次亜塩素酸水の空間
噴霧が危険とは言っていない」「このポスターの内容についての監修に
は関わっていない」と証言し、評価委員会の福崎三重大学教授も新型コ
ロナウィルスの拭き取り実験などは解放状態で行えないことを指摘し
ています。本来、アルコールが不足したときの代替消毒剤として国民の
健康のために実験したNITEの試験結果が、効果があると発表されたに
もかかわらずその目的に反する注意事項が書かれたことにJFKとして
は強く抗議するとともに、国会の場での質疑や議員連盟の提言等を経て
修正を求め続け、11月30日にやっと本来の使用方法を示すポスターに
修正されました。
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